From Gay Divorce to Gay Divorcee: A Study on the Film Adaptation of the Stage Musical Comedy by 仁井田 千絵
『陽気な離婚』から『コンチネンタル』へ 35
はじめに
　本論は、映画『コンチネンタル』（The Gay Divorcee, 1934）の舞台から映画への脚色の問題を扱
う。通常この映画は、ミュージカル映画のジャンルにおいて、フレッド・アステアとジン
ジャー・ロジャースのダンス・コンビを決定付けた作品として取り上げられる。アステアとロ



















































シーズン 全体 正劇（ドラマ） ミュージカル・コメディ レヴュー
1926-27 264 163 31 7
1927-28 278 155 32 14
1928-29 224 141 23 9
1929-30 249 156 18 8
1930-31 197 124 17 11
1931-32 196 134 16 7















してしばしば挙げられるのは、『リトル・ショー』（The Little Show, 1929）であり、その他には、




















ビの映画『トップ・ハット』、『艦隊を追って』（Follow the Fleet, 1936）の脚本も担当している。テ
イラーの脚本から、ミュージカル・コメディへの脚色を行った一人であるサミュエル・ホフマン
は、同時期にはパラマウント社のシュバリエ／マクドナルドのオペレッタ映画『今晩は愛して頂












































































○「私はそれでも赤と白と青が好き」I Still Love the Red, White and Blue（ホーテンス）
　エグバードはミミと面会すると、彼女にジゴロとの出会いの手取りを説明し、彼との合言葉と




















































































































Relations Committee）に代わって、新たにPCA（Production Code Administration）が設立される。













　しかし、1934年１月に RKO から SRC 側に再度申し入れがあり、映画プロデューサーのパンド
ロ・バーマンと SRC の前長官であるジェイソン・ジョイ、さらに、後の PCA の長官を20年間務
めることになるジョゼフ・ブリーンとの間で会合が持たれた。その結果、1934年２月に出された





















































































が続く「落ち込まないで」（Don’t Let It Bother You）、ガイが自分の部屋でミミを思って歌う

















ナンバー 全体 歌 ダンス
Don’t Let It Bother You 2：26 1：05 1：21
Needle in a Hay Stack 3：35 2：05 1：30
Let’s K-nock K-nee 4：33 2：00 2：33
Night and Day 4：35 1：37 2：55
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